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１．富良野自然塾とは                        

 

作家・倉本聰が主宰する富良野自然塾は、閉鎖されたゴルフ場に

木を植えて森に還す活動を軸に、五感を使って自然や地球を学べる

体験型プログラムによって、環境問題をはじめとする様々な問題解

決に向けた「気づき」を提供すべく、2005年より活動を開始しました。 

小中学校の体験学習はもとより、大学生の集中講義、社会人向けの研修などにご活用いただ

き、これまでに延べ 6万人以上の方にご参加いただいています。 

また、自然体験を通した学習活動に関心の高い女優・竹下景子さんや、元サッカー日本代表監

督・岡田武史氏らもこの活動に賛同され、一緒に事業を進めています。 

 

２．富良野研修で達成できること                  

 

東京から約２時間半（旭川空港利用）の距離にある富良野で過ご

す時間は、都会の喧騒を離れて大自然の中に身を置くことで、心身

をリフレッシュするとともに、エネルギーや経済に捕らわれた普段の

生活を見直すきっかけを与えてくれます。 

また、非日常の状況下にて協働で取り組むプログラムを通して、 

仲間の新たな一面の発見や、職場では得られなかった一体感を得る

ことができます。富良野で得た「気づき」が、日常に戻った時に、個人

や組織の新たなステップアップの礎になります。 

 研修中の様子を企業担当者にフィードバックすることも可能です。 
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３．プログラム                             

 

■環境教育プログラム 所要時間：２～３時間  人数：１～４０人 

料金：2,000～3,000 円 

 

 

メインプログラム「地球の道」は、460m の小路を歩きながら、イ

ンストラクターによるドラマチックな解説によって、地球の 46 億

年の歴史を学びます。人類が登場したのは・・・・ 

裸足になって目隠しをして森を歩く「裸足の道」、ゴルフ場跡地

に木を植える「植樹」など、お時間に合わせてご案内します。 

   

 

■Furano Forest Style 所要時間：2時間～1泊 2日 人数：１～２０人 

料金：2,000円～ 

 

 

「森で過ごす」をテーマに、森づくりの循環における様々な作

業（植樹、苗木管理、間伐、薪割り）を、体験を通して学べる

プログラムです。ダッチオーブン料理体験、テント泊体験な

ど、組み合わせ自由です。 
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■イニシアチブゲーム 

 （課題解決プログラム） 

所要時間：3時間～１日 人数：制限なし 

料金：3,000円～10,000 円／１人 

 

与えられた課題に対し、グループで解決していく活動です。

「分析力」「発想力」「協調力」などが問われ、グループ内の信

頼感が高まります。また、活動中の行動や感情をふりかえる

ことにより、自分自身への「気づき」を促進します。 

  

■SDGs ワークショップ 所要時間：２時間～３時間 人数：１～３０人 

料金：3,000円～ 

 

グループワーク形式で SDGsを学べるプログラムです。 

課題を通して学ぶことができる SDGs項目 

１．自然エネルギー（SDGs⑦、SDGs⑬） 

２．ゴミ問題（SDGs⑫、SDGs⑭） 

３．貧困（SDGs①、SDGs②、SDGs④） 

４．子どもたちのために（SDGs⑪、SDGs⑧） 

５．地産地消（SDGs⑫、SDGs⑮） 

  

■ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 所要時間：１時間半～３時間 人数：１～３０人 

料金：3,000円～ 

 

演劇的手法を活用し、カラダを使い感じる事を通したワーク

ショップ形式で進められ、自己と他者との関わり方を見つめ、

人と繋がる上で何が大切なのかを考える時間となります。 

社会人にとって欠かせないスキルを実践的に学びます。 
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■ｱｳﾄﾄﾞｱﾐｰﾃｨﾝｸﾞ 所要時間：3時間～１日 人数：～２０人 

料金：3,000円／～ 

 

タープ、デスク、チェア、電源、ポケット Wifi（要予約）をご用意

します。自然の中で行うミーティングでは、普段の会議室とは

違った発想やアイデアが出てくるかもしれません。食事（ケー

タリング、ジビエ BBQ）や焚火セット（夜）も承ります。 

  

■農業体験 所要時間：１時間半～半日 人数：１～３０人 

料金：3,000円～ 

 

農薬や化学肥料を使わない「有機農業」の農家さんを訪れ、

北海道の広大な大地で行われている農業の現場を体験しま

す。 

消費者の立場から生産者の立場を知ることにより、普段何気

なくスーパーに並んでいる野菜への思いが変わります。 

 

■If I were 所要時間：３０分～２時間 人数：１～３０人 

料金：3,000円～ 

 

「もし、わたしが○○だったら」（If I were）という課題に対し、自

然の何か（例えば木や昆虫）になりきり、人間の言葉で語ると

いうプログラムです。物言わぬ自然を見つめ、時間をかけて観

察することで感受性が磨かれ、また、表現力も身に付きます。 
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４．宿泊先                               

 

複数日に渡る研修の場合に必要となる宿泊先は、ご予算や男女比等によりご提案いたします。 

 

 

■富良野プリンスホテル ◎：フィールドに近い、バス停あり 

 

富良野自然塾フィールド隣接のホテルです。レンタカーの場

合も、路線バスを利用する場合もアクセスは絶好です。１名

様利用はツインのシングル利用料金となります。 

 

■富良野塾跡地 ◎：宿泊費かからず、雰囲気あり 

 

電気やガスがない中で、自然の力と知恵で過ごします。 

炊事は自分たちで行い、夜は寝袋で寝ます。 

生活体験プログラムで利用されることが多いです。 

オプションでドラム缶風呂を用意することも可能です。 

 

■ラビスタ富良野ヒルズ ◎：温泉あり、コワーキングカフェ、歓楽街など徒歩圏内 

 

2019年オープンのドーミーイン系列ホテルです。JR富良野駅

から徒歩 3 分で利便性は高いです。コワーキングスペースや

食事処、ショッピングなど、徒歩圏内で楽しめます。 

 

■山部・ふれあいの家 ◎：安価、裏手に森 

 

富良野自然塾フィールドから車で 20分ほどの場所にある、富

良野市が管理している宿泊施設です。研修室もあります。 

若手職員や学生向け研修などで利用しています。 
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５．モデルプラン                            

 

「東京発１泊２日」「20名前後」におけるモデルプランを数パターンご提案いたします。 

 

■プラン１ 屋外体験を中心に自然環境やエネルギーについて学び、日常活動の糧にする 

初日   

午前 羽田空港→旭川空港→富良野（路線バス、レンタカー）  

12:00 昼食（各自）  

13:00 集合（富良野駅）  

13:30 【農作業体験】  

15:30 【Furano Forest Style】「まきわり」「火起こし」「ひき臼」など  

18:00 夕食（野外炊事）  

20:00 【星空観察】 もしくは 【ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ】  

21:30 【ふりかえり】  

22:30 就寝（富良野塾跡地） ※手配した宿に戻ることも可能です。  

二日目   

7:00 朝食（野外炊事） ※宿に戻った場合は宿食となります。  

9:00 【環境教育プログラム】「地球の道」「裸足の道」「植樹」など  

11:30 【ふりかえり】  

12:00 解散（富良野駅）  

午後 オプションツアーとして、「旭山動物園見学」「美瑛の丘観光」など  

夕方 旭川空港→羽田空港  
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■プラン２ ｢富良野の森｣にテーマを置き、人間の営みを顧みる時間を仲間と共有する 

初日   

午前 羽田空港→旭川空港→富良野（路線バス、レンタカー）  

12:00 昼食（各自）  

13:00 集合（富良野駅）  

13:15 【環境教育プログラム】「地球の道」「裸足の道」など  

15:30 【森づくり体験】「間伐」「枝打ち」「苗木管理作業」「種とり」「種まき」など  

18:00 夕食（宿泊先）  

19:00 【SDGｓワークショップ】【星空観察】など、ご希望に応じて  

20:30 【ふりかえり】  

21:00 就寝（富良野プリンスホテル、ニュー富良野ホテル、ふれあいの家 等）  

二日目   

8:00 朝食（宿泊先）  

9:00 【森の散策】  

11:00 【環境教育プログラム】「ゴルフ場跡地への植樹」  

11:30 【ふりかえり】  

12:00 解散（富良野駅）  

午後 オプションツアーとして、「旭山動物園見学」「美瑛の丘観光」など  

夕方 旭川空港→羽田空港  
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■プラン３ 富良野特有の体験を通して「感受性」を研ぎ澄まし、「表現力」も磨く 

初日   

午前 羽田空港→旭川空港→富良野（路線バス、レンタカー）  

12:00 昼食（各自）  

13:00 集合（富良野駅）  

13:15 【ｱｳﾄﾄﾞｱﾐｰﾃｨﾝｸﾞ】大自然の中で自由なミーティングを  

18:00 夕食（宿泊先）  

19:00 【ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ】  

20:30 【ふりかえり】～【If I were】自習  

21:00 就寝（富良野プリンスホテル、ニュー富良野ホテル、山部・ふれあいの家 等）  

二日目   

8:00 朝食（宿泊先）  

9:00 【If I were】発表  

11:00 【環境教育プログラム】「ゴルフ場跡地への植樹」  

11:30 【ふりかえり】  

12:00 解散（富良野駅）  

午後 オプションツアーとして、「旭山動物園見学」「美瑛の丘観光」など  

夕方 旭川空港→羽田空港  
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６．オプション                              

 

■旭山動物園 富良野から車で７０分 

 

「地球の道」や「植樹」プログラム体験の後に動物園を訪れ、熱帯林

からやってきたオランウータンや温暖化の影響を受けているホッキョ

クグマを見ると、また新たなメッセージを感じることができます。 

 

■ロケ地巡り 富良野市内 

 

倉本聰脚本ドラマ「北の国から」「風のガーデン」などのロケ地を巡る

ツアーもおすすめです。自然を主題にした倉本聰の一貫した作品創

りを感じることができます。ご要望に応じて、車中ガイドも承ります。 

 

■美瑛の丘巡り 富良野車で４５分 丘巡り所要時間１～２時間 

 

人気の「青い池」をはじめ、四季折々の美しい姿を見せる美瑛の

丘は、旭川空港と富良野の中間に位置します。 

時間に余裕がありましたら、立ち寄ってみてはいかがでしょうか。 

 

 

７．事例紹介                              

 

事例紹介として、次の団体の資料を巻末添付いたしますのでご参照ください。 

１． 北海道環境財団様 （『道内で取組まれる温暖化対策の事例 2014』より） 

２． サントリー食品インターナショナル様 （自然塾季刊誌『カムイミンタラ vol35』より） 
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SMBC 環境プログラム      NPO 法人 C・C・C富良野自然塾

富良野プリンスホテルゴルフコースが閉鎖するのに伴い、そのゴルフ場跡地を植樹
により元の森に再生しようと活動を開始。また、その森林再生の場を中心として、『地
球』・『五感』をキーワードにした心に響く体感的なプログラムを子どもから大人ま
で、日本から世界まで広く届け、より多くの方々に地球環境と私たち人類の生き方
を見つめ直してもらうべく環境教育活動を行っている。

生活体験プログラム   に関するお問合せ

〒076-0017　富良野市下御料　TEL  0167-22-5385
URL  http://furano-shizenjuku.com   EMAIL  shizenjuku@furano.ne.jp
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塾
し
ま
し
た
。

富
良
野
塾
は
「
あ
な
た
は
文
明
に
麻
痺
し
て
い
ま

せ
ん
か
」
と
い
う
起
草
文
を
掲
げ
て
始
ま
っ
た
、

俳
優
、
シ
ナ
リ
オ
ラ
イ
タ
ー
の
養
成
塾
で
、
農
家

に
働
き
に
出
て
生
活
費
を
稼
ぎ
、
人
力
を
頼
り
に

共
同
生
活
を
営
み
な
が
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
で
し
た
。

そ
の
跡
地
を
利
用
し
て
、
か
つ
て
富
良
野
塾
生
が

営
ん
で
い
た
よ
う
な
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
極
力
使
わ

ず
に
、
自
分
の
力
を
最
大
限
使
う
暮
ら
し
を
、
ス

タ
ッ
フ
自
ら
が
経
験
し
ま
し
た
。

　

そ
の
経
験
を
も
と
に
、
今
ま
で
の
生
活
を
見
直

し
て
、
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
、
作
ら

れ
た
の
が
、
電
気
・
ガ
ス
・
石
油
を
使
わ
ず
に
過

ご
す
「
生
活
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
す
。

と
き
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
化
石
燃
料
を
大
量
に
使
う
今
の
生
活
を
未
来

永
劫
続
け
て
い
け
る
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
化
石
燃
料
を
全
く
使
わ
な
い
生
活
は
現
実

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
使
い
方
を
見
直
す
こ
と

は
で
き
ま
す
。
今
は
、
自
分
た
ち
に
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
範
囲
で
、
幸
せ
を
求
め
て
い
く
と
い
う
考

え
方
、
価
値
観
に
気
づ
く
と
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
家
族
や
友
人
の
近
く
で
暮
ら
し
、
と
き
ど
き

何
か
を
見
た
り
、
読
ん
だ
り
し
て
、
感
動
す
る
。

こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
生
活
は
実
現

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

ま
た
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
は
試
行
段
階
で
す
が
、『
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
ず
に
、
自
分
た
ち
の
力
で
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
』
を
伝
え
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も

発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
今
後
は
、
家
畜
体

験
を
取
り
入
れ
た
り
、
自
治
体
な
ど
と
も
協
力
し

て
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
課

題
は
、
採
算
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
現
時
点
で

受
け
入
れ
ら
れ
る
人
数
は
、
最
大
で
10
〜
15
名
程

度
。
も
う
少
し
組
織
的
に
し
て
、
よ
り
多
く
の
方

に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」。
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環
境
財
団

　

連
絡
先
：011‐

218‐
7811
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担
当　

杉
岡
）

本
紙
は
「
平
成
26
年
度
地
域
に
お
け
る
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
促
進

事
業
」
で
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
取
材

し
ま
し
た
。
１
日
目
は
、
炊
事
な
ど
を
自
分
の
力

で
行
っ
て
み
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
２
日
目
は
環
境
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
ま
す
。
２
日
間
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
自
分
の
生
活

の
関
わ
り
や
、
地
球
環
境
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
学
び
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
７
月
に
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
す
が
、
家
族
連
れ
や
夫
婦
、
首
都
圏
の

企
業
の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
担
当
者
な
ど
多
く
の
方
々
が
参
加

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
「
生
活
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
サ
ポ
ー
ト

と
、
取
材
に
対
応
し
て
下
さ
っ
た
の
は
、
富
良
野

自
然
塾
の
中
島
吾
郎
さ
ん
、
田
中
由
紀
子
さ
ん
、

原
田
知
典
さ
ん
で
す
。
中
島
さ
ん
に
、
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
は
、
き
れ
い
な
空
気
、
き
れ
い
な
水
、

き
れ
い
な
土
を
次
世
代
に
残
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ど
ん
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
ら
次
世
代
ま

で
続
け
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
を
考
え
、
実
行
す
る

と
き
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
化
石
燃
料
を
大
量
に
使
う
今
の
生
活
を
未
来

永
劫
続
け
て
い
け
る
保
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
化
石
燃
料
を
全
く
使
わ
な
い
生
活
は
現
実

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
使
い
方
を
見
直
す
こ
と

は
で
き
ま
す
。
今
は
、
自
分
た
ち
に
あ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
範
囲
で
、
幸
せ
を
求
め
て
い
く
と
い
う
考

え
方
、
価
値
観
に
気
づ
く
と
き
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
家
族
や
友
人
の
近
く
で
暮
ら
し
、
と
き
ど
き

何
か
を
見
た
り
、
読
ん
だ
り
し
て
、
感
動
す
る
。

こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
な
い
生
活
は
実
現

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

ま
た
、今
後
の
展
望
に
つ
い
て
も
伺
い
ま
し
た
。

　
「
プ
ロ
グ
ラ
ム
自
体
は
試
行
段
階
で
す
が
、『
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
ず
に
、
自
分
た
ち
の
力
で
ど
こ

ま
で
で
き
る
か
』
を
伝
え
る
べ
く
、
こ
れ
か
ら
も

発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。
今
後
は
、
家
畜
体

験
を
取
り
入
れ
た
り
、
自
治
体
な
ど
と
も
協
力
し

て
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
の
課

題
は
、
採
算
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
す
。
現
時
点
で

受
け
入
れ
ら
れ
る
人
数
は
、
最
大
で
10
〜
15
名
程

度
。
も
う
少
し
組
織
的
に
し
て
、
よ
り
多
く
の
方

に
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
し
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」。

18
18．富良野塾跡見学
富良野塾生が建てた
建物を見学しながら
塾の歴史や思想につ
いて聞く。

19
19．朝ごはん
夜ごはんの残りを温
めていただきます。

20
20．山ブドウ採り
特別編。近くに自生
する山ブドウをデザ
ートに。この季節な
らではのご馳走。

21
21．環境学習
地球の歴史について
学ぶプログラム。体
を使って楽しく学べ
る。

22
22．植樹体験
スタッフが丹精込め
て育てた苗木をゴル
フ場跡に植樹。正午
全プログラム終了。

清々しい秋の朝、森
の中のひんやりした
空気で目覚めたら、
２日目の始まり！

６
６．薪割り
斧の使い方から教え
てもらい、薪割りに
挑戦！なかなか割れ
ない…。

７
７．染色②
染めたハンカチを川
で洗う。きれいなベ
ージュのハンカチが
できました。

８
８．農業体験①
元富良野塾生が営む
有機農家でジャガイ
モの仕分け。

９
９．農業体験②
とう立ちしたニンジ
ンを抜く。ニンジン
の花は結構かわいい
んです。

10
10．農業体験③
農家さんから、富良
野の農業や食に対す
る思いを聞く。

11
11．薪割りは続く
作業の合間をぬって
薪割りの続き。慣れ
てきた…はず。

12
12．炊飯用薪割り
ナタで薪を細く割
る。これもなかなか
上手くいかない…。

13
13．ドラム缶風呂
日が暮れる前に、ド
ラム缶風呂で汗を流
す。

14
14．ご飯が炊けた
薪で炊いたご飯は本
当に美味しい～！！

15
15．夜ごはん
ろうそくの明かりで
夜ごはん。スタッフ
も一緒に楽しいひと
とき。

17
17．就寝
富良野塾生が建てた
家で、就寝。１日目
が終了。

★

★

★

★

★

★

★

★

★ ★

★ ★

★

★16
16．星空観察
真っ暗な坂道をライ
トなしで上っていく
と…満点の星空！

星
空
観
察
中

１．水汲み
朝９時集合、まずは
水汲み。湧水で生活
に必要な水を調達す
る。

１２
２．石臼で粉ひき
夕飯のすいとん用
に、小麦を挽く。力
を入れずに体重を乗
せてぐるぐる…。

３
３．火起こし
周りにあるものだけ
で火をおこす。使っ
ていいのはマッチ３
本！

４
４．昼ごはん
地産地消、富良野の
美味しいお弁当でお
昼休憩。

５
５．染色①
玉ねぎの皮を使って
ハンカチを染める。
小石と輪ゴムで模様
を作って。

１
日
目

生
活
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

体
験
し
て
き
ま
し
た
。

電気・ガス・石油を
使わない生活。スタ
ッフに見守られて、
スタート！

２
日
目

寝
袋
で
一
夜
を
過
ご
す
。
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